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備考 室内実験では，白衣を着用し，野外での実習は指定された実習服を着用する．

授業計画

前期と同様に1学年を４班に分けて，オムニバス形式で下記の実習を行う．
＜生産園芸保全関連＞
第１回　根菜類・葉菜類の形態観察
第２回　花卉のさまざまな種子繁殖法と栄養繁殖法
第３回　花卉の冬季栽培・維持管理
第４回　園芸施設の説明と果菜類の形態観察
第５回　果樹園の説明と柑橘の収穫
第６回　畑土壌の土壌調査
＜バイオ・育種関連＞
第７回　成分分析の基礎
第８回　成分分析の応用
第９回　顕微鏡操作と観察の基礎
第１０回　顕微鏡操作と観察の応用
第１１回　実験データの打ち込み
第１２回　実験データの基本的解析法
＜花・ガーディニング＞
第１３回　園芸療法ガーデン研修視察
第１４回　園芸療法ガーデン研修のまとめ
第１５回　春花壇の作成
第１６回　春花壇の苗植付け
第１７回　ガーデンの計画
第１８回　ガーデンの管理
＜造園緑地＞
第１９回　造園施工入門（地形調査・基盤整備）
第２０回　管理作業入門（地形調査・基盤整備）
第２１回　ガーデニング管理作業入門（緑地土壌資材）
第２２回　ガーデニング管理作業基礎（緑地土壌資材）
第２３回　造園技能入門（造園精密作業）
第２４回　造園技能基礎（造園精密作業）
＜自然環境＞
第２５回　河川の生き物生息環境の評価
第２６回　野原の生き物生息環境の評価
＜アグリビジネス＞
第２７回　栽培農家の見学と農業関連施設の見学
第２８回　栽培農家の見学と農業関連施設の見学のまとめ
＜全体＞
第２９回　全体のまとめの資料収集
第３０回　全体のまとめ

今後の環境園芸学部で勉強する必要な観察・分析および実行などの基礎能力を習得する．

レポート点と講義途中の小テストなどで総合的に評価する．

なし（担当教員によりプリント等の配布あり）

担当教員により、別途紹介する．

単位数 2 配当学年 １年次

徳原　隆／新谷　喜紀／姜　求

　環境園芸実験実習Ⅰに引き続き，環境を考えた循環型社会に向けて，植物に係わる農学系の生産園芸
（作物）保全，造園緑地，バイオ・育種，花・ガーディニング，自然環境，アグリビジネスの立場から
フィールドセンターの実習場，学外の実習場，屋内の実験実習場を利用して，環境への負荷を軽減するこ
とが可能な技術について基礎的な実験実習を学びながら，応用への考察ができるようにする。
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